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「 
仁  
賀 
」は
現
在
の
高
梁
市
川
上

に 

か

町
仁
賀
で
、
谷
や
河
成
段
丘
面
を

除
け
ば
標
高
一
五
〇
ｍ
〜
四
五
〇

ｍ
の
起
伏
に
富
ん
だ
波
浪
状
の
高

原
に
な
っ
て
い
て
、
地
形
学
で
は

「
川
上
面
」と
呼
ば
れ
る
侵
食
小
起

伏
面
に
被
わ
れ
た
地
域
な
の
で

す
。

　

波
浪
状
の
高
原
に
は
畑
が
広
が

り
道
が
交
差
し
た
付
近
に
は
、
地

神
様
と
弘
法
大
師
堂
や
観
音
堂
が

あ
っ
て
、
地
域
の
人
々
の
太
子
講

な
ど
信
仰
の
面
影
が
残
っ
て
い
る

高
原
の
村
ら
し
い
風
景
が
あ
り
ま

す
。
道
の
分
岐
点
に
は
嘉
永
六
年

な
ど
の
年
号
を
刻
み
、
弘
法
大
師

像
を
彫
り
込
ん
だ
小
さ
な
石
仏
の

道
し
る
べ
が
立
っ
て
い
ま
す
。「
仁

賀
」
は
、
和
名
抄
に
出
て
い
る
下

道
郡 
弟  
翳  
郷 
で
山
城
相
国
寺
の
荘

て 

の 

ご
う

園
で
し
た
（「
講
座
･
日
本
荘
園

史
」）。
近
世
に
な
っ
て
毛
利
の
支

配
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

幕
府
領
と
な
っ
て
小
堀
氏
の
支
配

と
な
り
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

池
田
長
幸
が
支
配
し
、
そ
の
後
池

田
長
幸
死
亡
に
よ
り
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）代
官
米
倉
平
大
夫
支

配
と
な
り 
撫  
川 
（
現
岡
山
市
）
の

な
つ 
か
わ

旗
本
戸
川
領
に
編
入
さ
れ
幕
末
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は「 
二  
ヶ  
村 
」（ 
二  
箇  
村 
）

に 

か 

む
ら 

に 

か 

む
ら

と
呼
ば
れ
て
い
て
検
地
帳
が
残
っ

て
い
ま
す
（「
川
上
町
史
」）。
そ

れ
に
よ
る
と「
村
高
六
一
一
石
余
、

内
訳
は
田
四
町
一
反
余
、
三
七
四

石
余
、
畑
六
〇
町
六
反
余
二
一
八

貫
余
、
屋
敷
二
町
四
反
余
一
八
貫

余
」
こ
の
記
録
は
「
慶
長
五
年
毛

利
輝
元
の
家
来
三
輪
加
賀
殿
検

地
」　

（
平
川
村
明
細
帳
＝
平
川
文

書
）　

と
あ
る
こ
と
か
ら
毛
利
検

地
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
備
中 
村  
鑑 
」
に
「
御
高
五
千

む
ら 
か
が
み

石
戸
川 
方  
之  
介 
様
御
屋
舗
撫
川
」

か
た 

の 

す
け

と
あ
っ
て
「
川
上
郡
左
屋
村
三
宅

幾
太
一
六
六
石
余
二
ヶ
村
七
三
四

石
余
川
上
静
太
、
赤
木
役
次
」
と

枝
村
の
佐
屋
村
を
本
村
の
二
ヶ
村

と
分
け
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「
佐
屋
村
」
に
つ
い
て
は
「
備
中

国
川
上
郡
二
ヶ
村
之
内
左
屋
丙
午

年
御
物
成
可 

納
定
之
事
」（「
川
上

町
史
」）
と
し
て
天
明
六
年
（
一

七
八
六
）
〜
文
化
一
一
年
（
一
八

一
四
）、そ
れ
ぞ
れ
二
固
村
之
内
左

屋
村
年
寄
（
庄
屋
）
伝
兵
衛
殿
と

し
て
あ
て
た
年
貢
免
状
で
田
九
三

石
余
畑
七
三
石
余
と
な
っ
て
い
ま

す
。
二
箇
村
側
の 
手 
佐
屋
と
芳
井

て

側
の
佐
屋
村
と
が
あ
っ
て
以
前
は

一
村
だ
っ
た
佐
屋
村
を
天
正
年
中

（
一
五
七
三
〜
九
二
）の
毛
利
検
地

の
と
き
、
郡
の
境
を
明
確
に
す
る

た
め
北
部
を
手
佐
屋
村
と
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
郷
帳
で

は
佐
屋
村
（
芳
井
側
）
一
四
九
石

余
り
の
ち
明
治
村
と
な
り
、
手
佐

屋
は
二
ヶ
村
佐
屋
か
ら
の
ち
大
賀

村
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
仁
賀
」
に
は
地
頭
か
ら
中
筋
、

安
成
へ
の
登
り
口
に
渡
り
拍
子
で

有
名
な
大
谷
八
幡
神
社
、
佐
屋
に

は
大
神
社
な
ど
古
い
神
社
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
原
上
に
上
房
が

あ
っ
て
か
つ
て
こ
こ
に
仁
賀
小
学

校
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
工
場
の

裏
に
室
町
時
代
の
め
ず
ら
し
い 
宝 
ほ
う

 
篋 

き
ょ
う 

印  
塔 
型
の 
庚  
申  
塔 
が
あ
り
、
大

い
ん 
と
う 

こ
う 
し
ん 
と
う

谷
川
の
左
右
に
は 
高  
岳 
の
集
落
が

た
か 
だ
け

あ
っ
て
「
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）

仲
春
日
」
と
銘
の
あ
る
梵
鐘
が
残

る
曹
洞
宗
観
音
寺
が
あ
り
境
内
に

は
弁
財
天
を
祭
る
堂
が
建
つ
。
領

家
川
の
河
成
段
丘
上
に 
小  
谷 
ヶ 
市 

お 

だ
に 

い
ち

が
あ
り
ま
す
。
以
前
役
場
も
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
す
ぐ
上
流
に
は

昔
か
ら
奇
岩
怪
石
が
そ
び
え
る
風

光 
明  
媚 
な
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ

め
い 

び

る
松
原
山
が
そ
び
え
、
そ
の
対
岸

（
左
岸
）に
は
お 
伽 
と
ぎ 

噺 
に
出
て
く
る

ば
な
し

よ
う
な
形
の
南
天
山
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
国
指
定
の
天
然
記
念

物
で
あ
る
大
賀
デ
ッ
ケ
ン
（
大
賀

衝
上
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
場

所
で
中
生
代
三
畳
紀
の
泥
岩
、
砂

岩
の
地
層
の
上
に
成
羽
層
群
の
古

生
代
の
石
灰
岩
が 
衝 
し
ょ
う 

上 
断
層
に

じ
ょ
う

よ
っ
て
押
し
被
さ
っ
て
い
る
地
質

上
有
名
な
場
所
な
の
で
す
。
す
な

わ
ち
松
原
山
（
右
岸
）
南
天
山
は

押
し
被
っ
た
山
な
の
で
す
。

　

「
仁
賀
」
の
地
名
は
近
世
に
は

「
二
ヶ
村
」「
二
箇
村
」
で
し
た
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
佐
屋

村
と
二
ヶ
村
は
合
併
し
て
仁
賀
村

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
二
ヶ
」（
二
箇
）
の
由
来
は
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
古
く
か
ら

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
何
が
「
二

ヶ
」
な
の
か
、
ど
ん
な
村
と
村
の

「
二
ヶ
」な
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
漢
数
字
の

「
二
」で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
古
く

か
ら
序
数
に
用
い
ま
し
た
。「
仁

賀
」
の
「
賀
」
は
所
や
場
所
を
示

す
接
尾
語
な
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

上房から見る高原の村「仁賀」

三
十　

仁　

賀

レ
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原→

鶴鳴保育園→市営栄町住宅→妙見町堀

江宅横→雇用促進住宅→黒川商店（日

名地区）→枝中央地区→成美保育園

午　前

9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区

→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫

地区→吹屋保育園→吹屋小学校→向井

商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後

１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
３日�，４日�，５日�，７日�，１４日�，
２０日�，２８日�

開館時間

　学校で学んだ聖徳太子よ
りも私になじみ深いのは、幼
い頃に父に教えられた「大工
の神様」としての聖徳太子で
ある…。釧路の名工・田島与
一郎を師とした大工の精神
と、父のぬくもり。父の記憶、大
工のルーツをたどる娘の旅。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１７日�

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１8日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

22日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中組二公会堂前

２5日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２9日�

一般書

大工の神様
青地久恵：著
編集工房ノア

5月8日（ 火 ）　5月22日（ 火 ）

　ねずみくんは公園でねみ
ちゃんと待ち合わせです。そ
こにいじわるねこくんがや
ってきました。いじわるされ
てしまったねずみくん。小さ
くて臆病で失敗ばかりのね
ずみくんにふくろうさんが
教えてくれた、いちばん大切
なこととは…。

児童書

ねずみくんのきもち
なかえよしを：作、上野紀子：絵
ポプラ社

休館日

9：00～17：00

毎週月曜日休館日

開館時間 ９：００～１７：００

　この複雑な現代社会をよ
り良く生き抜くためには「鈍
感力」が必要である。叱られ
続けた名医、五感の鈍さ、図
にのる才能、女の強さほか、
人生を愛と成功へと導く処
方せん１７章。渡辺流、男と女
の人生講座。

一般書

鈍感力
渡辺淳一：著
集英社

ビデオ 「うらしま太郎」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１２日�

きりがみあそび
「ストローのアーチェリー」

１9日�

こどもまつり
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

26日�

�月


